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ウェブサイトで公開されている情報について資料1

　監察査察課のウェブサイトでは、寄せられた通報に関する情報を公開している（右画像）。たとえば
表1は平成25年1月に受理した通報内容と処理状況、表2は前月以前の通報に係る処理状況である。
ちなみに平成23年度は、県民および職員から計83件の通報があり、うち63件を受理・対応した。

表2　前月以前の通報に係る処理状況（平成25年1月）
通報年月 通報内容 処理状況（平成25年1月処理）

H24年7月 ある整骨院は診療報酬の不正受給
をしている。（知事部局）

匿名の通報であり、事実の具体性に欠けるものであるため、通報の内容
は確認できなかった。

H24年11月
南別館の喫煙所で職員が喫煙してい
るのを見かけるが、喫煙者が超過勤
務をした場合、勤務時間を考慮して
いるのか。（知事部局）

何かあればすぐに対応できる状態であれば、勤務時間中に所定の場所で
の喫煙を容認している。
当該意見もふまえ、主管課長会議で喫煙所の節度ある利用を呼びかけ
た。

H24年12月 本庁のある課でパワハラが繰り返さ
れている。（知事部局）

被害を受けているという職員からヒアリングを行ったところ、通報事実
の概要が認められたため、当該職員を厳しく指導した。

表1　受理した通報の内容と処理状況（平成25年1月）
通報内容 処理状況

①�ある課では、水曜日（ノー残業デー）、休日、月45時間
を超える超勤の制限をしているが、サービス残業が膨
大になっており改善して欲しい。（知事部局）

超過勤務等については、縮減に関する指針や取扱要領により超過
勤務時間を制限するなど県庁全体で縮減に努めている状況である
が、所管する人事課に対し、適切な運用の指導を依頼した。

②�平成23年11月14日付けで国土交通省から出された「現
場代理人の常駐義務緩和に関する通知文」について、和
歌山県では適切な運用がなされていない。（知事部局）

調査中

③�A課では、パワハラが行われている。（知事部局） 調査中

④B課では、パワハラが行われている。（知事部局） 調査中

⑤�ある課の職員は、通勤手当の不正受給を行っている。
（知事部局）

通報の外形的事実は認められたが、通勤手当については事務手続
きが遅延していたため是正措置を講じた。その他不正はなかった。

⑥�ある市の製材所で産業廃棄物を燃やしている。（知事部局） 調査中

⑦�A高校の図書館の開館時間が不適切である。また、
教員が勤務時間中に学校前の駐車場で喫煙している
のは不適切である。（教育委員会）

図書館の開館時間については事前に掲示しており問題はないが、生
徒への伝達等も含めて適切な運営を図るよう指導した。また、喫煙
については、いずれもごく短時間であり特に問題はなかったが、当
該校の校長は、信頼を損なうことのないよう全職員に指導した。

⑧�Ｂ高校の教諭が生徒と不適切な関係にある。（教育委員会） 調査した結果、通報の事実は確認されなかった。

査
察
課
で
あ
る
。

和
歌
山
県
で
は
、
18
年
に
発
覚
し
た
官

製
談
合
事
件
を
教
訓
に
、
仁
坂
吉
伸
知
事

の
掲
げ
る
「
清
潔
で
透
明
性
の
あ
る
県
政
」

を
実
現
す
る
た
め
、
19
年
4
月
に
全
国
の

地
方
公
共
団
体
で
は
初
の
監
察
査
察
制
度

を
立
ち
上
げ
た
。
同
課
は
そ
れ
に
伴
っ
て

発
足
し
た
部
署
で
あ
る
。

監
察
査
察
制
度
と
は
、
県
民
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
不
正
行
為
な
ど
の
通
報
を
受
理
・

対
応
す
る
と
と
も
に
、
県
庁
の
事
務
が
適

正
か
つ
効
率
的
に
行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う

か
を
調
査
し
、
必
要
に
よ
り
改
善
や
再
発

防
止
を
図
っ
て
い
く
と
い
う
も
の
。
職
員

か
ら
寄
せ
ら
れ
る
県
庁
内
部
の
パ
ワ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
（
以
下
パ
ワ
ハ
ラ
）
や
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
通

報
・
相
談
も
同
課
が
受
理
・
対
応
す
る
。

職
員
か
ら
の
パ
ワ
ハ
ラ
に
関
す
る
通
報
・

相
談
は
、
庁
内
L
A
N
で
受
け
付
け
る
。

監
察
査
察
課
に
直
接
持
ち
込
む
こ
と
も
で

き
る
が
、
ほ
と
ん
ど
は
庁
内
L
A
N
を
通

じ
て
の
通
報
・
相
談
だ
と
い
う
。

通
報
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
毎
月
、

監
察
査
察
課
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
、
件
数

や
受
理
し
た
処
理
状
況
な
ど
が
公
表
さ
れ

て
い
る
（
資
料
1
）。
ま
た
通
報
・
相
談
事

　
和
歌
山
県
は
平
成
21
年
、
県
職
員
を
対

象
と
し
た
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
指

針
を
策
定
し
た
。
指
針
は
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
に
該
当
す
る
暴
言
や
行
為
の
具

体
例
を
挙
げ
て
い
る
ほ
か
、
加
害
者
や
被

害
者
に
な
ら
な
い
た
め
の
心
構
え
や
、
上

司
な
ど
の
監
督
者
が
果
た
す
べ
き
役
割
も

解
説
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、「
指
針
は
あ
く
ま
で
も
指
針
で

あ
り
、
個
別
性
の
高
い
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
案
件
に
は
、
常
に
悩
み
な
が
ら
対
応

し
て
い
る
」
と
担
当
者
は
語
る
。

通
報
さ
れ
た
案
件
は

毎
月
サ
イ
ト
で
公
開

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
指
針
の
正

式
名
称
は
、「
パ
ワ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

関
し
て
職
員
が
認
識
す
べ
き
事
項
等
に
つ

い
て
の
指
針
」
と
い
う
。
平
成
21
年
3
月

に
発
表
さ
れ
、
22
年
4
月
に
一
部
改
正
し

て
い
る
。

指
針
策
定
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、

19
・
20
年
度
に
実
施
さ
れ
た
、
全
庁
職
員

を
対
象
と
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
だ
っ
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
お
よ
び
指
針
の
策

定
に
当
た
っ
た
の
は
、
知
事
直
轄
の
監
察
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和歌山県パワハラ防止指針＊による、パワハラの判断や具体的行為について資料2

■業務上の指導・注意とパワハラとの違い ■パワハラに該当し得る具体的行為

＊正式名称は、「パワー・ハラスメントに関して職員が認識すべき事項等についての指針」

パワハラの境界線
　業務上の指導・注意とパワハラとの判断基準は、それが
業務上必要な指導の範囲を超えた「嫌がらせ」行為に該当
するか否かである。
　業務を適切に遂行するために、上司から時には叱責を受け
ることもあるが、その叱責が適切な指導の範囲内であり、
客観的に見て「嫌がらせ」行為とは言えなければ、パワハラ
には該当しない。また、受け手の気持ちだけが判断基準で
ないところが、セクハラとは異なる。
　一方、指導とは名ばかりの言葉や態度で、精神的苦痛を
与えるものは、パワハラに該当すると考えられる。

ア

パワハラの判断上の課題
　上司が部下に精神的に苦痛を与えていることを分かってい
ながら、パワハラを行っている場合でも、その行為が業務上
の命令や指導という名の下で行われている場合は表面化しに
くいという問題があるため、注意が必要である。
　パワハラか否かの線引きは画一的には困難であり、行為
の違法性や被害の程度、業務上の必要性、他の職員との比
較など多角的な視点から判断する必要がある。

イ

言葉の暴力
❶「役立たず」「給料泥棒」「こんなこともできないのか」「もう仕事しな
くていいから、帰れ」「私に恥をかかせる気か」「アホには何を言っても
無駄だ」など、仕事の内容や指示・教育とは全く関係ない、感情にま
かせたような発言をする。
❷人前で激しく叱責する
❸大勢の前で個人名を挙げて非難する。

ア

指導の域から外れた嫌がらせ
❶仕事についての助言を与えずに、執拗に批判する。
❷達成不可能な仕事を与え、それが達成できないと怒鳴りつける。
❸相手の意見を聞かず、また、相手が望んでいないにもかかわらず、指導、
助言の名の下に一方的に自分の意見を押しつける。

イ

その他
❶部下や同僚、後輩の話を無視する。
❷不要不急の用務にもかかわらず、時間外勤務や休日勤務を強要する。
❸目立ったミスが無いにもかかわらず、仕事を回さない。
❹業務実績を極端に低く評価する。
❺机をたたく、いすを蹴飛ばす。
❻宴会や旅行、ゴルフなどのレクリエーションを強要する。
❼業務とは関係のない個人的な雑用を強要する。

ウ

例
は
、
毎
月
、
課
長
会
議
を
通
じ
て
全
職

場
に
も
通
知
さ
れ
て
い
る
。

指
針
の
目
的
は
共
通
認
識
づ
く
り

研
修
で
も
パ
ワ
ハ
ラ
に
触
れ
る

19
・
20
年
度
に
実
施
さ
れ
た
職
員
ア
ン

ケ
ー
ト
は
、
職
場
環
境
は
ど
う
か
、
あ
る

い
は
職
員
の
非
違
行
為
を
見
た
り
聞
い
た

り
し
た
か
、
な
ど
を
問
う
も
の
だ
っ
た
。

そ
の
結
果
を
監
察
査
察
課
が
精
査
し
た

結
果
、「
日
常
的
に
上
司
か
ら
、
威
圧
的
な

対
応
を
さ
れ
て
い
る
」「
上
司
に
相
談
な
ど

で
き
な
い
職
場
環
境
で
あ
る
」
な
ど
、
パ

ワ
ハ
ラ
を
思
わ
せ
る
案
件
が
散
見
さ
れ

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
後
は
、
全
管
理
職

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
も
実
施
し
た
が
、
そ
う
し

た
案
件
に
関
わ
る
管
理
職
に
は
注
意
を
促

し
た
。

た
だ
注
意
を
受
け
て
も
、「
あ
く
ま
で
も

指
導
の
範
囲
」
と
言
い
張
り
、
パ
ワ
ハ
ラ

で
あ
る
こ
と
を
認
め
な
い
管
理
職
も
い
た

と
い
う
。
当
時
は
、
パ
ワ
ハ
ラ
と
い
う
言

葉
は
浸
透
し
て
い
た
も
の
の
、
そ
の
概
念

や
具
体
的
行
為
に
つ
い
て
は
、
庁
内
で
確

固
た
る
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
で
き
て
い
な

か
っ
た
せ
い
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
パ
ワ
ハ
ラ
予
防
の
た
め
に
は
、

パ
ワ
ハ
ラ
の
定
義
や
予
防
・
解
決
法
に
つ

い
て
庁
内
で
共
通
認
識
を
持
つ
必
要
が
あ

る
、
と
い
う
こ
と
か
ら
、
指
針
づ
く
り
に

着
手
し
た
。

当
時
は
パ
ワ
ハ
ラ
指
針
を
策
定
し
て
い

る
地
方
公
共
団
体
は
少
な
か
っ
た
が
、
富

山
、
大
分
、
熊
本
な
ど
す
で
に
策
定
済
み

の
県
の
指
針
や
関
連
書
籍
な
ど
を
参
考

に
、
指
針
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
た
。

こ
う
し
て
で
き
た
指
針
で
は
、
パ
ワ
ハ

ラ
を
「
職
務
上
の
権
限
や
地
位
な
ど
を
背

景
に
、
職
務
の
範
囲
を
超
え
て
、
継
続
的

に
職
員
の
人
格
や
尊
厳
を
傷
つ
け
る
言
動

（
い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
・
強
制
な
ど
）」
と

定
義
。
パ
ワ
ハ
ラ
に
該
当
し
得
る
具
体
的

行
為
と
し
て
、「
役
立
た
ず
」「
給
料
泥
棒
」

「
こ
ん
な
こ
と
も
で
き
な
い
の
か
」
な
ど
の

暴
言
や
、
机
を
た
た
く
、
い
す
を
蹴
飛
ば

す
、
目
立
っ
た
ミ
ス
が
無
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
仕
事
を
回
さ
な
い
―
―
な
ど
を
列

挙
し
た
（
資
料
2
）。

さ
ら
に
、
加
害
者
、
被
害
者
と
な
ら
な

い
た
め
の
心
構
え
や
、
被
害
を
受
け
た
場

合
の
行
動
、
苦
情
相
談
に
対
応
す
る
際
の

留
意
事
項
な
ど
に
つ
い
て
、
細
か
く
説
明

し
て
い
る
。

監
察
査
察
課
参
事
の
田
中
伸
明
さ
ん
は
、

「
今
と
な
っ
て
は
、
当
然
の
こ
と
し
か
書
い

て
い
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
国
の
指
針
も

な
い
な
か
で
、
か
な
り
細
か
い
こ
と
ま
で

盛
り
込
み
ま
し
た
」
と
い
う
。

指
針
づ
く
り
と
前
後
し
て
、
パ
ワ
ハ
ラ

に
関
す
る
研
修
も
充
実
さ
せ
た
。
20
年
度

に
は
、
幹
部
職
員
向
け
の
研
修
と
、
全
職

場
を
対
象
と
す
る
職
場
研
修
で
初
め
て
パ

ワ
ハ
ラ
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
。

職
場
研
修
指
導
者
セ
ミ
ナ
ー
で
も
、
19

年
度
と
23
年
度
に
パ
ワ
ハ
ラ
を
取
り
上
げ

て
い
る
。
職
場
研
修
指
導
者
セ
ミ
ナ
ー
と

は
、
各
職
場
の
職
場
研
修
の
取
り
ま
と
め

役
を
す
る
「
職
場
研
修
員
」
を
対
象
と
す
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監察査察課参事・田中伸明さん

思
っ
て
し
た
こ
と
が
パ
ワ
ハ
ラ
と
い
う
認

識
で
受
け
取
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
、

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
反
省
す
る
と
い
う
。

し
か
し
、
中
に
は
「
自
分
の
行
為
は
、

パ
ワ
ハ
ラ
に
は
当
た
ら
な
い
」
と
い
う
姿

勢
を
崩
さ
な
い
管
理
職
も
い
る
。
そ
の
場

合
は
、
文
書
に
よ
る
注
意
と
な
る
。

そ
れ
で
も
パ
ワ
ハ
ラ
が
改
ま
ら
な
い
場

合
は
処
分
が
下
さ
れ
る
。
処
分
に
ま
で

至
っ
た
例
は
こ
れ
ま
で
な
い
が
、
文
書
に

よ
る
注
意
を
受
け
た
管
理
職
が
、
納
得
し

た
う
え
で
態
度
を
改
め
た
か
ど
う
か
は
、

実
際
の
と
こ
ろ
は
わ
か
ら
な
い
。「
面
と
向

か
っ
て
私
に
は
言
わ
な
い
で
す
が
、『
自
分

は
、
こ
う
し
て
仕
事
を
覚
え
て
き
た
（
だ

か
ら
部
下
に
も
同
じ
こ
と
を
や
っ
て
い

る
）』
と
思
っ
て
い
る
管
理
職
も
い
る
で

し
ょ
う
ね
」
と
、
田
中
さ
ん
は
見
て
い
る
。

一
方
で
、
通
報
者
や
相
談
者
の
側
が
、

パ
ワ
ハ
ラ
を
曲
解
し
た
り
、
大
げ
さ
に
言

い
募
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。

た
と
え
ば
過
去
に
は
こ
う
い
う
例
も

あ
っ
た
。
あ
る
所
属
長
が
部
下
に
、「
税
金

泥
棒
、
給
料
泥
棒
。
休
め
。
文
句
が
あ
る

な
ら
監
察
査
察
課
に
言
っ
て
み
ろ
」
な
ど

と
言
っ
て
い
る

―
と
い
う
通
報
が
寄
せ

ら
れ
た
。
一
見
す
る
と
明
ら
か
な
パ
ワ
ハ

ラ
だ
が
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
て
み
る
と
、
そ

の
所
属
長
の
発
言
の
内
容
は
、
次
の
よ
う

な
も
の
だ
っ
た
。

「
今
の
世
の
中
、
公
務
員
と
い
う
だ
け
で

厳
し
い
眼
に
さ
ら
さ
れ
る
。
ネ
ッ
ト
上
で

も
『
税
金
泥
棒
』『
給
料
泥
棒
』
な
ど
と
書

か
れ
る
。
あ
な
た
の
よ
う
な
勤
務
態
度
だ

と
、
そ
う
い
う
非
難
を
受
け
か
ね
ま
せ
ん

よ
」。
監
察
査
察
課
の
下
し
た
判
断
は
、
当

然
な
が
ら
「
パ
ワ
ハ
ラ
に
該
当
し
な
い
」

だ
っ
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
引
き
受
け

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
の
が
管
理
職

と
こ
ろ
で
、
パ
ワ
ハ
ラ
の
認
定
で
焦
点

と
な
る
の
は
、
業
務
上
の
指
導
と
の
線
引

き
を
ど
う
す
る
か
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
指
針
は
、「
業
務
上
必

要
な
範
囲
」「
適
切
な
指
導
の
範
囲
内
」
と

し
か
規
定
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
最
終
的

に
は
、「
線
引
き
は
画
一
的
に
は
困
難
で
あ

り
、（
中
略
）
多
角
的
な
視
点
か
ら
判
断
す

る
必
要
が
あ
る
」
と
結
ん
で
い
る
。

も
っ
と
も
こ
れ
は
和
歌
山
県
の
指
針
だ

け
で
な
く
、
他
の
地
方
公
共
団
体
の
指
針
、

あ
る
い
は
厚
生
労
働
省
・
円
卓
会
議
ワ
ー

キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
の
報
告
で
も
同
様
で

あ
る
。

セ
ク
ハ
ラ
に
比
べ
て
難
し
い
の
は
こ
の

点
で
あ
ろ
う
。
セ
ク
ハ
ラ
は
男
女
雇
用
機

会
均
等
法
に
お
い
て
「
労・

働・

者・

の・

意・

に・

反・

す・

る・

性
的
な
言
動
が
行
わ
れ
…
」（
傍
点
編

集
部
）
と
い
う
文
言
で
明
確
に
定
義
さ
れ

て
い
る
。

そ
の
点
、
パ
ワ
ハ
ラ
は
「
労
働
者
の
意

に
反
」
し
て
も
、
業
務
上
適
正
な
範
囲
と

な
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
そ
の
範
囲
は
案

件
ご
と
に
慎
重
に
精
査
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
総
論
（
P
9
〜
P
11
）
で
触
れ
た

と
お
り
、
個
々
の
ケ
ー
ス
に
際
し
て
関
係

者
間
で
議
論
し
、
職
場
内
で
合
意
を
形
成

し
て
い
く
し
か
な
い
。

若
い
世
代
の
ス
ト
レ
ス
耐
性
の
低
下
、

上
司
と
部
下
の
人
間
関
係
の
希
薄
化
な

ど
、
パ
ワ
ハ
ラ
を
誘
発
す
る
要
因
は
、
職

場
内
で
増
え
て
い
る
。
管
理
職
に
と
っ
て

は
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
非
常
に
難
し
い
時

代
に
な
っ
た
と
い
え
る
が
、「
そ
う
い
う
困

難
も
引
き
受
け
た
う
え
で
、
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
す
る
の
が
管
理
職
の
役
割
。
冷
た
い

言
い
方
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
部
下
か
ら

ク
レ
ー
ム
が
出
る
と
い
う
こ
と
は
、
結
果

と
し
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
で
き
て
い
な

い
、
管
理
職
と
し
て
の
職
責
が
果
た
せ
て

い
な
い
こ
と
」
と
い
う
の
が
、
田
中
さ
ん

の
考
え
だ
。
田
中
さ
ん
は
新
任
所
属
長
研

修
の
講
師
も
務
め
る
が
、
そ
の
際
に
は
、

そ
う
し
た
管
理
職
の
役
割
に
つ
い
て
も
強

調
す
る
と
い
う
。

田
中
さ
ん
は
、
こ
う
も
語
る
。「
パ
ワ
ハ

ラ
は
個
別
性
が
高
く
、
指
針
を
つ
く
り
さ

え
す
れ
ば
い
い
、
と
い
う
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
指
針
は
あ
く
ま
で
も
指
針
で
あ

り
、
通
報
・
相
談
が
寄
せ
ら
れ
る
た
び
に
、

悩
み
な
が
ら
対
応
し
て
い
ま
す
」。

こ
の
言
葉
に
、
パ
ワ
ハ
ラ
対
応
の
難
し

さ
が
現
れ
て
い
る
と
い
え
そ
う
だ
。

る
セ
ミ
ナ
ー
で
あ
る
。

ま
た
、
新
た
に
管
理
職
と
な
っ
た
新
任

所
属
長
に
対
す
る
研
修
で
も
、
必
ず
パ
ワ

ハ
ラ
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
と
い
う
。

指
摘
を
受
け
た
管
理
職
の

ほ
と
ん
ど
は
反
省
す
る
が
…

以
上
、
見
て
き
た
よ
う
に
指
針
の
策
定
、

研
修
の
充
実
と
、
パ
ワ
ハ
ラ
対
策
は
着
々

と
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
職
員
、
特
に
管

理
職
の
間
で
パ
ワ
ハ
ラ
に
関
し
て
共
通
認

識
を
持
っ
て
も
ら
う
の
は
、
依
然
と
し
て

難
し
い
よ
う
だ
。

通
報
・
相
談
が
寄
せ
ら
れ
る
と
、
ま
ず

監
察
査
察
課
の
課
員
が
関
係
者
へ
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
い
、
事
実
関
係
の
確
認
と
、

そ
れ
が
指
針
に
照
ら
し
て
パ
ワ
ハ
ラ
に
当

た
る
か
ど
う
か
の
判
定
を
行
う
。

そ
の
結
果
、
パ
ワ
ハ
ラ
と
判
定
さ
れ
れ

ば
、
ま
ず
パ
ワ
ハ
ラ
を
行
っ
た
者
（
管
理

職
）
に
対
し
口
頭
で
の
注
意
が
な
さ
れ
る
。

田
中
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
注
意
さ
れ
る
と
、

ほ
と
ん
ど
の
管
理
職
は
自
分
が
良
か
れ
と


